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SOUNDS FAMILIAR

ウイスキーの
調べ
ゲール語の研究者ジェイク・キング氏は魅力的で、時に
は複雑な地名やウイスキーの名称について追及する。

地名にはどのような
意味があるのか？
そしてそれはウイス
キーにどのように関
係しているのか？
この2つは神話や
スラング、本家争

いや間違った発音といった事柄とも絡み合いなが
ら、非常に関わりの深い主題だ。
神話と実話を切り分け、様々なウイスキーを正し
く発音する手助けをしてくれるのはスカイ島にある
ハイランド&アイランド大学サバール・モア・オステイ
グ校でゲール語を研究しているジェイク・キング氏
だ。ジェイクは著書「スコッチウイスキーと土地の名
前（仮）」の初稿を書き終えたばかりだ。本書は
１つ１つのウイスキーや蒸留所の名前がどこから
来て、どんな意味なのかを紐解いている。
ノーフォーク出身のジェイクはマイナーな言語や絶
滅した言語に興味があり、エディンバラ大学でスコ
ットランドの地名、特に川の名前の研究でPhDを
取得した。ゲール語に精通した彼は、兵站の調
査のための地図や2言語の道路標識を標準化
するためのアドバイスをしている「スコットランドのゲ

ール語の地名」という団体と共同で活動を始め
た。そこから始まり、大学の「命の水 ウイスキーソ
サエティ」と共催したイベントが彼の最新の仕事の
きっかけとなった。

スコットランドの地名のほとんどはゲール語か、その
影響を受けています。スコッツ語やノース語が語源

のものもありますが、ほとんど全てにゲール語の響き
が入っています。まずここが出発点です。

「ではインバーハウスを例にとってみましょう。インバ
ーはスコットランドの地名の要素がありますが（ゲ
ール語で「inbhir」は河口を意味します）、これは
実はサイモン・ニューマンという人物が所有していた
アメリカの邸宅の名前にちなんだものです。彼はパ
ブリカー・インダストリーというウイスキーを扱う会社
のオーナーで、エイドリーに蒸留所を建設するため
の土地を購入した際に自分の邸宅の名前をつけ
ました。建物自体はもうないのですが、会社は「イ
ンバーハウス・ディスティラーズ」のままなのです。」

ロイヤル・ロッホナガーというウイスキーにも、面白い
ストーリーがある。ロイヤルの名称はクイーンビクトリ
アの訪問を受けたことから付けられており、ロッホナ
ガーはスコットランドの山の名前だ。しかしなぜ山に
湖や入り江を意味する「loch」をつけたのだろう？
　答えは古い地図に見ることができる。地図には
この場所が「カック・カーン・ベアグ」と記されている。
文字通り訳すと「糞便でできた小さな塚」だ。あま
り山やウイスキーにつける名前としてはふさわしくな

上：ゲール語の研究者ジェイク・キング
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ゲール語の研究者ジェイク・キング氏は魅力的で、時に
は複雑な地名やウイスキーの名称について追及する。

こしやっかいだ。例えば「グレン・ベアー」はある人
物の名前からとったものだ。「グレン」や「ストラス」
や「モア」といった言葉を人々がスコットランドらしさ
を出すために濫用しているとしたら、どうやって元の
意味を知ることができるだろう？

地名は元々の正確で長いものが略されている場
合が多いのです。例えば「グレンアルビン」。私達
は今これを「グレート・グレン（大いなる峡谷）」
と呼んでいますが、元々は「グレン・モア・ナ・アルバ
ン（スコットランドの大いなる峡谷）」でした。アル
バンやアルバはゲール語でスコットランドを意味しま
す。しかし現代の地図に表記され、ウイスキーの
名前にもなっているグレンアルビンはアルピン家一

族の一人で最初のスコットランド王、ケ
ネス・マカルピンの名前から、「アル

ピンの峡谷」と思っている人もい
ます。2つの全く違う言葉が混
同されているのです。

このような名前を研究する
にあたって、問題はコンテク
ストだけではない。ジェイクは

長年古い写本や地図を見
て、スペルの変化を調べてい

る。よくあるケースとしては時間の
経過とともに地名がアングロサクソン

の影響を受けて変化し、元の言葉を突き
止めるのが難しくなることだ。

「ウイスキーの名前で「h」がやたらと入っているの
を見るでしょう。例えばゲール語で黒を意味する
「dubh」は、「dhu」と書かれています。ゲール語

の特徴としては「bh」や「mh」のように子音の後に
hが来るスペリングがあります。これは英語とはかな
り違うので、「ゲール語っぽい」印象を見る人に与
えます。この「ゲール語っぽさ」がウイスキー製造メ
ーカーに採用され、例えば「Dallas Dhu（ダラス
デュー）」や「Glen Mhor（グレンモール）」のよ
うに本来あってはいけないところにまで「h」が登場
するのです。

 究極的には言語は環境などの因子に
応じて変化をし続けるものです。例えば
「Bruichladdich（ブルイックラディ）」は一般的
に最後の「ch（ヒ）」も発音されますが、地元の
アイラ島ではブルックラディ、と発音します。」ジェイ
クが言うようにこのちょっとした「癖」が個性的に見
えるのだろう。「ブルックラディには「The Laddie（
ザ・ラディ）」というボトリングがあり、こちらのほうは
地元の発音に忠実なスペリングですね。面白いと
思いませんか。」

なぜ山に湖や入り江を意
味する「loch」をつけたのだ
ろう？ 答えは古い地図に
見ることができる。地図に
はこの場所が「カック・カー
ン・ベアグ」と記されている。

Bruichladdich（ブルイッ
クラディ）」は一般的に最後
の「ch（ヒ）」も発音されま
すが、地元のアイラ島ではブ
ルックラディ、と発音します。

まず一般的なルールとして、
地名が2つの要素で成り立
っていた場合、「Ben Nevis 
（ベン・ネヴィス）」のように2
つめの音節が強調される。

2つの音節がある場合、例え
ばMallaingやLedaigは、  
「マリグ」「レディグ」のように最
初の音節を強調する。

ややこしい発音の例としては
以下のようなものがある。

Dailuaine 

ダルユーイン (緑の牧草地）

Glen-Morangie 

グレンモーレンジィ（大きな牧
草地）

Auchroisk オスロスク

　（行き交う平野）

Allt-á-Bhainne 

アルタベーン　（牛乳小屋）

Bunnahabhain 

ブナハーベン　（河口）

それから、蒸留所の名前で
はないがよく発音を間違わ
れる単語を覚えておくとよい
だろう。

Slàinte mhath　

スランジバ　（乾杯）

スコットランド語
の話し方

いかもしれない。ジェイクはこの名前につ
いて、いくつかの説を唱えている。

「この場所は確かに初期の地
図では「カック・カーン・ベア
グ」と呼ばれていました。恐ら
くは内輪のジョークとして始
まったのだと思います。元々
の名前はベイン・ナン・チョチ
ャン（乳の山）でした。この
山には湖があり、ロッホナガーと
か、ロッホ・ナ・ゲール（鳴く湖）
と呼ばれていました。湖にいる鳥の鳴
き声から取られたのだと思いますが、何故
かその名前が山全体の名前になったようです。」
　また、「グレン（峡谷）」や「ベン（山）」といっ
た土地に由来する言葉もスコットランドらしさを出
すために駆り出されることがある。元々の地理的
な意味は失われているため、ジェイクにとってはす

G E T  I T  
O N L I N E

SMWS創始者のピップ・ヒルズ
が作った蒸留所の発音のまとめ
を以下のリンクからご覧いただ

けます。

http://www.dcs.ed.ac.
uk/home/jhb/whisky/

pronounc.html
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MASTERS OF MALT

鶏肉工場で働くことからス
タートし、マッカランのマス
ターウイスキーメーカーとし
て指名されるまで、カース
ティーンキャンベルはウイス
キーの世界で長い旅をし
てきた。 UNFILTERED
がそんな彼女に迫る。

カースティーン・
キャンベル

カースティーン・キャンベルにアポイントを取
り付けるのは至難の業だが、彼女はマッ
カランのマスターウイスキーメーカーの肩
書を持つのだから無理もない。
彼女はグラスゴーにある本社とスペイサ
イドにあるマッカランの最先端の蒸留所
を行ったり来たりしながら、ウイスキーマス

ターのチームを牽引して全てのブランドのウイスキーブレン
ドと熟成に責任を負っている。

スコットランドの北端にある街サーソーから18歳で栄養学
を学ぶためにグラスゴーカレドニアン大学に入学した彼女
は、今の自分のキャリアについて、当時は思いもよらなか
った、と振り返る。
私はウイスキーについて詳しくなかったんです。マスターブレ
ンダーとか、マスターウイスキーメーカーといった職業に就く
ことを想像していませんでした。ただ食品・飲料品の業界
に入るのは合理的だと思っていたんです。当時は現在の
ようなエキサイティングな役割を担うなんて思いもよらなか
ったのです。

大学の課外授業でグラスゴー郊外にあるグレンゴイン蒸
留所を訪れた時、彼女は初めてシングルモルトウイスキー
を味わった。その後フードフェスティバルで飲んだフェイマス
グラウスのジンジャービア割りはロングカクテルの魅力を教
えてくれた。
雷に打たれたような体験というわけではなかったが、カース
ティーンにとってこの出会いはウイスキーに対して興味を持

ち、もっと詳しく学ぼうとするきっかけとなった。

「大学を卒業してから旅行に行く資金を貯めるために、
私は鶏肉の工場で地味な仕事をしていました。その後
オーストラリアとニュージーランドで1年過ごしてほぼ無一
文でスコットランドに帰ってきた私は、とにかく鶏肉工場以
外の食品・飲料業界ならどこでもよいと思って職を探し
ました。
最初に受けた面接がディアジオのキャメロンブリッジ蒸留
所でのポジションで、その仕事に就くことができたのはとて
も幸運でした。自分が学んできたことと、これから担う役
割がその瞬間に合致したのです。

彼女に与えられた仕事は蒸留所のニューメイクスピリッツ
の分析で、彼女はそこで初めて自分の嗅覚が非常に優
れていることに気づく。
「化学的な合成を分析するだけでなく五感に訴える特
徴を理解するためにチームの全員がテストを受けるので
す。」
「みんなそうだと思いますが、テストを受けてみるまで、自
分の鼻が良いかなんてわかりません。私もその時初めて
生まれ持った能力があると知ったのです。ラボで経験を積
むことと、感性でウイスキーを感じ取ること、この両方をバ
ランス良く学ぶことができました。
私の鼻はベテランのスタッフにも引けをとりませんでした。
香りのなかの微妙な違いや、オフノートといったものが私に
はわかったのです。そのことが自信に繋がりました。」

やがて彼女はウイスキーを生涯の仕事にしたい、という
決意のもと次のステップとしスコッチ・ウイスキー研究所
（SWRI）に籍を移す。
「科学と感性、両方の面でより深くウイスキーについて
学ぶ機会を得ました。私はチームの一員として蒸留工
程がどのようにフレーバーに影響を与えるか分析しまし
た。SWRIのチームと蒸留に関わる様々なプロジェクトで
深く関わり、またウイスキー業界でのキャリアを築くために
蒸留について学位を取りました。

2007年にエドリントンに移ると、カースティーンはマスター
ブレンダー、ジョン・ラムジーの元でウイスキークオリティーテ
クノロジストとしてのキャリアをスタートさせる。
「つまりはブレンダーになるための訓練を始めた、と
いうことです。」
「その時点でジョンはウイスキー業界で40年のキ
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飲み方

好みによりますが、私は
普段ウイスキーに加水し
ます。初めて飲むウイスキ
ーであれば、ストレートで
試してから加水します。

気分次第

 ラボではウイスキーをアル
コール20%程度まで薄
めます。ラボにはサンプル
の細かい差異を確認する
ためにシリンジやシリンダー

といった道具が揃っていま
すが、家でやる時はもっと
ざっくりしています。気分
次第で何滴か加水する、
という感じです。ウイスキ
ーをジンジャーエールやジ
ンジャービアで割るのもよ
いですね。 
 
嗜好を育む

自信を持っていろいろな
ウイスキーを試して、実験
してみてください。お店で
ボトルがずらっと並んでい
る様子はちょっと怖いかも
しれませんが、色々なスタ

イルを楽しんで頂きたいで
す。ピート香のあるもの、
ないもの、軽いもの、リッチ
なもの、飲み方もストレー
トで飲むのかカクテルにす
るのかなど、ウイスキーを
楽しむ方法は無限にある
のです。

ウイスキーが苦手
な人へ

I私はまずカクテルから試
してもらい、その後でスト
レートやロックで味わっても
らう、という方法でたくさん

の友人をウイスキー党に
改宗させてきました。たっ
た一人意見を変えられな
かった人は私の母です。
残念なことです。

嗅覚を訓練する

持って生まれたものに左
右されるので難しいです
ね。でも、幅広いフレーバ
ーのサンプルを集めたキッ
トがありますから、そういっ
たものを使えば飲んでい
るウイスキーのフレーバー
が何なのか、理解する一
助になります。

フレーバーウィールも便利
な道具です。ですが、残
念ながらもしあなたに判
別できない香りがあれば、
それが将来分かるように
なることはないでしょう。

マッカランのマスターから飲み方ヒント
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ャリアがありましたから、彼の元で学べるとい
うのは本当に素晴らしいことでした。ここで初
めて、感覚がものを言うブレンディングの世
界に足を踏み入れたのです。ここで私はニ
ューメイクのスピリッツの全て、ニューメイクの
時点でどれだけ違いがあるのか、樽の選定
方法や樽がどのように製品に影響を与える
か、異なる製品が持つ異なるフレーバーの
ニュアンスなどについて学びました。新しい製
品の開発についても学び始めました。学ば
ないといけないことはたくさんあったのですが、
この仕事はなにかを習得するのに年単位の
時間が必要なのです。

このような努力によって彼女はカティーサー
ク、ネイキッド・グラウス、フェイマスグラウスの
マスターブレンダーとなり、2019年末にマッカ
ランのマスターウイスキーメーカーとして就任
した。彼女は今6人のチームを率いている。
サラ・バージェスはリードウイスキーメーカー、
ポリー・ローガンとスティーブン・ブレンナーはウ
イスキーメーカー、ラッセル・グレイグはサンプ
ルルームアシスタント、そしてスチュワート・マ
クファーソンはマッカランのシェリーカスクを40
年に渡って手配し続けているマスターオブウ
ッドだ。

ウイスキーマスターチームは団結によって成
果を生んでいます。私はスペイサイドの蒸留
所ではチームと共に働き、グラスゴーではニュ
ーメイクのテストから樽のサンプル、製品のボ
トリング、ラベリングの確認、マーケティングや
広告チームとの連携まで行います。

世界でもトップクラスのモルトウイスキーのポ
ートフォリオを監修するというのは大変な責
任ですが素晴らしい名誉でもあります。ブレ
ンド、ブレンドモルト、そして「ザ・マッカラン」と
私たちのポートフォリオは幅広いのですが、
私達が作るウイスキーは全て自然の色で
す。ということは、私達は香りだけでなく、樽
で熟成することによって出てくるウイスキーの
色までもぴったりと揃えなくてはなりません。
華やかで威厳のあるブランドの世界観は、
日々の努力に裏打ちされているのです。

カースティーンのオフィスはウイスキー業界で
も最も素晴らしいものだ。スペイサイドのクラ
イゲラキに2年前、マッカランは未来的な建
築の蒸留所を建設した。しかし彼女が最も
重要視したのは、新しい蒸留所で生産され
るウイスキーが以前のものと寸分たがわない
品質を保つことだ。

旧蒸留所での私の役目は、製造するスピ
リッツを一定の水準に保ち、「DNA」や「キ
ャラクター」と呼ばれるような個性を与えるこ
とでした。
新しい蒸留所でも、元の蒸留所と寸分違
わぬものを造らなくてはなりません。移行に
は何年も掛け、何度もテストを行いました。

とにかく周到に準備をし、旧蒸留所ではどの
ようにウイスキーを作っていたのか、どの指標
がどのフレーバー特性に影響するのか、理
解した上で、同じレバーを新しい蒸留所で
調整すれば同じ結果になり、全く同じスピリ
ッツができるところまで持っていきました。

やりがいのある素晴らしいプロジェクトでした
し、今もこうしてマッカランでフルタイムで働い
ています。蒸留所に足を踏み入れるたび、
自然と顔がほころんでしまうんです。

世界でもトップクラス
のモルトウイスキーの
ポートフォリオを監修
するというのは大変な
責任ですが素晴らし
い名誉でもあります。
カ ー ス テ ィ ー ン ・ キ ャ ン ベ ル

ザ・マッカランのウイスキーマスタ
ーチーム–  サラ・バージェスはリ
ードウイスキーメーカー、ポリー・
ローガンとスティーブン・ブレンナ
ーはウイスキーメーカー、ラッセ
ル・グレイグはサンプルルームア
シスタント、そしてスチュワート・
マクファーソンはマッカランのシェリ
ーカスクを40年に渡って手配し
続けているマスターオブウッドだ。
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私はラッセイ島の満
天の星空の下、蒸
留所を背に共同
創始者のアラスデ
ア・デイと立ってい
る。夜空に散りば
められた星座に見

下された二人の手には、「While We Wait（
リリースを待ちながら）」という名の、有望なシン
グルモルトがある。蒸留所の最初の出荷は今年
の後半の予定だ。蒸留所と島の繁栄を願って
乾杯するのに、これほど完璧な場所はないだろ
う。一つの到達点のように感じられるが、アラスデ

アは「私達の蒸留所はまだ始まったばかりです。
」という。

レシピブック
ラッセイ島はウイスキー製造への道を歩
み始めたばかりだが、ここまでの道のり
は長かった。それはアラスデア・デイの高
祖父にあたる人物がスコットランド国
境付近のコールドストリームにあるJ&Aデビ
ッドソンでウイスキーブレンダーとして働いて

いた19世紀末まで遡る。手伝いから始めた
彼は1923年にはビジネスオーナーになり、
会社の名前をリチャードデイに変更した。
彼が創ったブレンデッドウイスキーのレシピが
収められたセラーブックは大切に引き継が
れ、ついにはアラスデアの手に渡ったのだ。
「2009年に父からこのノートを受け取った時
にこう言われました。『このノートはおまえのもの
になるが、ただ所有するのではなく、
このノートを使ってなにかしなさい』
そこで私は改めてノートを見て、

文 ： リ チ ャ ー ド ・ ゴ ス ラ ン   写 真 ： ピ ー タ ー ・ サ ン ド グ ラ ン ド

Night and 
Day

ラッセイ島でのウイスキー造りの成功は決意と重労働によってもたらされた
が、結果は困難を経験した以上にこの島の未来に新しい光をもたらした。

下：ラスデア・デイ

上：蒸留所のデザインはモダンさと伝統が融合している
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DISTILLERY VISIT

RAASAY

 
Distillery  

facts and stats
最初の蒸留：2017年

オーナー： R&B ディスティラーズ
蒸留器：フリリ社　イタリア産のスチル

ウォッシュスチル：5000Ｌ
スピリッツスチル：3600L

ウォッシュバック：6基　5000L ステンレス製 
容量：年間188,000L

発酵：115時間
熟成庫：ダンネージ式、パネル式
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このスタイルのウイスキーについては、語る人は
多いのですが実際の製品としてはあまり見ませ
ん。ピートの効いたウイスキーもあるし、フルーテ
ィなウイスキーもあります。でも多くの場合見かけ
るフルーツ香というのはりんごや洋梨のもので、私
達はチェリーやブラックカラントの香りを目指してい
るのです。

ラッセイ生まれ、ラッセイ育ち
この土地を大切にする、というのもラッセイ蒸

留所のポリシーの一つだ。蒸留と熟成の工程
で、なるべく地産地消を貫こうとしている。水は蒸
留所の背面にある深さ60メートルの「白い牛の
井戸」と呼ばれる井戸から汲み上げられている。
（ちなみに蒸留所から道をわたった牧場に本物
の白い牛がいる。）水はミネラル分が豊富で、
蒸留や希釈といった全ての工程に使われる。

ラッセイ蒸留所は島で育つ麦についても研究
している最中だ。通常の麦は島の気候に適さな
いため、湿った気候や短い夏でも育てられる北
極圏の品種を試している。今のところノルウェー
のブラージ、スウェーデンのカンナス、アイスランド
のイスクリアの成育に成功している。現在は蒸留
所の畑では1トンの大麦しか生産できない。これ
は、1バッチ、すなわちライ麦の樽3つ分のウイス
キーの量だ。今後の計画では、作地面積を広
げて、さらには地元のピートを使って大麦を乾燥
する予定だ。

蒸留所は2つの倉庫を島に保有している。1
つは資材などを入れ、もう一つには樽が収めら
れている。倉庫は製造されたウイスキーを6-7年
分、保管することができる。

ブレンダーの展望 
ビルが見据えている10年もののウイスキーボト

ルまではまだしばらくかかる道のりだが、今年の後
半にはこの島で蒸留され、熟成された初めての
ウイスキーが出荷される予定だ。このウイスキーは
40ppmでピートの香りを付けられた大麦を原料
に作られたスピリットを狭い範囲でカットし、バーボ
ンの樽で2年熟成したのちボルドーの赤ワインの
樽に移された。

アラスデア家のブレンドの歴史が活かされた
蒸留所の目玉商品は2021年にリリースされる
予定だ。ピートを効かせたスピリッツと効かせてい
ないスピリッツが3種の樽（新しいチンカピンオー
ク、ライ麦の含有量が多いバーボン樽、そしてボ
ルドー赤ワインの樽）で熟成されたのち、ブレン
ドされる。

「ピートを効かせたスピリッツと効かせていないス
ピリッツをそれぞれ3種類の樽に入れることで、6
種類のフレーバーを作り出します。この6種類をブ
レンドすることで、若いウイスキーでも複雑さや深
みが生まれるのです。」とアラスデアは言う。

「熟成の過程を変えることはできませんが、異
なるフレーバーを異なるかたちで届けることはでき
ます。私達の新しいチンカピンオークで作られた
樽は炭素固定量が多く、香ばしい香りと色がす
ぐに付きますが、新しいアルバオークの木材よりは
柔らかく、甘い印象です。私達が作りたいウイス
キーのスタイルは軽くピートが効きながらチェリーや
ブラックカラントのようなフルーツ香が感じられるも
ので、これはチンカピンによって得られるのです。そ
れからライ麦の樽は胡椒の香りがはっきりとするの
ですが、木材はアルバオークなのでバニラやバター
スカッチの香りもあります。そしてボルドー赤ワイン
の樽はダークなフルーツの香りをつけてくれます。

蒸留所を計画した時から一貫して私達はピ
ートが軽く薫り、ダークなフルーツの香りがするウ
イスキー（ボウモアのスタイルに近いかもしれませ
ん）を目指していました。

上：ラッセイのドラフを運搬している



All in  
good time
2014年夏：R&B ディスティラー
ズ設立
2015年11月：ラッセイ　
「WHILE WE WAIT（リリースを
待ちながら）」のシングルモルトを立
ち上げる
2016年2月　蒸留免許の許可
2016年6月　新しい蒸留所とし
て始動
2017年9月　最初のスピリッツの
誕生
2020年11月　ラッセイ島のシング
ルモルトをリリース
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ソサエティのYouTubeチャンネル
「SMWS シルバースクリーン」で、ラ
ッセイ蒸留所の中の様子や島の紹

介をしています。

Whisky

TALK
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ウイスキー以上のもの
160人ほどしかいない島では新しい蒸留所に

みなが関心を持っている。蒸留所では21人の従
業員と、夏季にはツアーガイドとホテルのスタッフ
が期間雇用された。スコットランドの島嶼部では
貴重な、安定した職業に惹かれて、島民がUタ
ーン移住するケースも出ている。

カラム・ギリースはラッセイ生まれ、ラッセイで蒸
留所のガイドの職を得て島に戻ってきた。彼は
ウェブサイトやSNSで使うためのビデオや写真を
撮ったり、みずからランドローバーのハンドルを握
って訪れる人に島の美しい景色や歴史を案内
している。

「5年前には考えられないことです。
当時のラッセイ島は穴の底みたいな場所で
した。私は海で職を得るためにこの島を出て、そ
れからオークニーに移りました。今は実家から5分
の場所に職を得て固定給をもらっている。信じら
れないですね。ラッセイで暮らすことができる日が
来るとは思っていなかったですから。」

オペレーションディレクターのノーマン・ギリース
も元島民だ。蒸留所で働く副産物として、父カ
ディが飼う羊のために大麦の搾りかすを供給して
いる。蒸留所のリーダー、イアン・ロバートソンはリ
ビングストーンにいた3年前、世界でももっとも僻
地にあるであろう蒸留所からのオファーを受けて
ラッセイ島にやってきたIターン移住者だ。イアンは
島民の女性と結婚し、7月には第一子が生ま
れる予定だ。

「若い人が島に未来やキャリアプランを見出し
て戻ってきてくれるだけでなく、イアンのような人が
島にやってきて新しい命が生まれる。本当にすば
らしいことです」とアラスデアは言う。この島でウイ
スキーはその語源のとおり「命の水」なのだ。夜空
に向かってもう一度乾杯しなくてはいけない。ラッ
セイ島のウイスキー造りははじまったばかりだが、
すでに長い道のりを旅してきたのだ。

オペレーションディレクターのノーマ
ン・ギリース

上：カラム・ギリースはラッセイ生まれ

下：オペレーターのバーバラ・カミリ

S E E  R A A S A Y 
F O R  Y O U R S E L F

ソサエティのYouTubeチャンネ
ル「SMWS シルバースクリーン」
で、ラッセイ蒸留所の中の様子

や島の紹介をしています。



ドイツの捕虜が働いていた
炭鉱

ラッセイ島
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荒野にある廃墟の建
物が物語を語る

かつてラッセイの島民の多
くは羊のために住む場所を
追われた

「カルムの道」はカルム・マクロード
の手作業によってつくられた

ラッセイには15世紀のブロシェル城の
遺跡などの素晴らしい景色がある

新しい蒸留所はフェリーで20分かけてスカイ
島のスコンサーから海峡をわたってラッセイ島に
やってくるのに十分な理由になるだろう。自然
があふれた景色、険しい海岸線、砂浜に丘
陵、そして興味深い歴史の物語がある。

ラッセイ島にはかつて今の10倍の島民がいた
が、19世紀に羊の放牧のために住む場所を
追われた。当時の隆盛は荒野にたたずむ廃
墟で感じることができるだろう。

ハライグの邸宅は島で最も有名で、ラッセイ島
生まれのゲール語の詩人ソーリー・マクリーンの
作品の中でも謳われている。

島のふもとには第一次世界大戦中に約300
人のドイツ人捕虜がハーグ条約に反して採
掘に従事させられた鉄鉱石鉱山の遺構があ
る。1919年のスペイン風邪の流行で数名の
捕虜がこの地で亡くなった。

北に行くと小作人カルム・マクロードがほぼ手
作業で作った2マイルほどの道「カルムの道」が
ある。アーニッシュにある自分の家へ道を作っ
て欲しい、という要望が退けられたため、彼は
自分の手で10年掛けてこの事業を成し遂げ
た。彼に敬意を払ってこの道をドライブしよう。
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THINK TANK

ウイスキー蒸留所
建築の新たな潮流

ポスター提供：Threesixty Architecture

蒸留所の建築は、伝統的なパゴダ屋根から離れ、最先端の
現代的なデザインを取り入れ、驚くべき結果をもたらしている

文 ： ト ム ・ ブ ル ー ス ・ ガ ー ダ イ ン  



1
9世紀後半にエルギンから来た
若い建築家がスコッチウイスキ
ー業界の景観を一変させた。チ
ャールズ・ドイグは1880年代に
スペイサイドのダルユーイン蒸留
所のキルンの上部にキューポラ
を取り付けた。より効率よく大麦

を乾燥させることができ、優雅でオリエンタルな外
観を蒸留所に添えたキューポラは、チャールズ・ド
イグが手掛けた他の50の蒸留所でも取り入れ
られた。やがて彼の設計したパゴダ屋根はあらゆ
る場所で、オークニーからダンフリーズ、アイルラン
ドそして日本でも「モルトウイスキー蒸留」のシン
ボルとなった。

パゴダは過去のもの
パゴダはスコットランドのパブにおけるテネンツラ

ガーの赤い「T」と同じくらい、その建物が何のた
めのものかを周囲に知らしめるのに効果的だ。そ
う考えれば、グラスゴーのクライドサイドのような新
世代のウイスキー蒸留所が建物にパゴダを採り
入れたい、と思うのも無理はないだろう。

しかし蒸留所の設計者は別の考えを持って
いるようだ。

「クライアントはパゴダを希望しまし
た。それに対して我々はノーと言っ
たのです。」ハイポスタイル建築
事務所の建築士ジョン・ムーア
は言う。

「形は機能に従うべきです。
使われることのないパゴダを飾り
として残すことには反対でした。」

モダニスト建築家のアルフレッ
ド・ルースは「装飾は悪だ。装飾から
自由になることで初めて精神的な強さを
獲得できる」とまで語っているが、もしかすると彼
はウイスキーを飲んでいたのかもしれない。

初期の蒸留所は密造業者だったため、当然
自分たちの蒸留所をわざわざ宣伝しようとは考
えていなかった。酒造免許を取得した以降も、ブ
レンデッドウイスキーの原料供給者として、蒸留
所は匿名の存在だった。

シングルモルトウイスキーの再発明と1969年
にグレンフィディックにオープンした最初のビジター
センターが全てを変えた。

「クライアントにとっては、主の業務はウイスキー
製造であり、見学者の受け入れは付帯的な仕
事に過ぎない。」

とジョン・ムーアは語る。しかしクライドサイド蒸
留所の建築は、ウイスキーの製造ができる設備
と、魅力的な外観を両立する必要があった。グ
ラスゴー市役所は観光地のど真ん中に建つ蒸
留所が見学者を受け入れないのであれば使用
許可を与えなかっただろう。

かつてクイーンズドックの跳ね橋の動力を供給
していたポンプ場はビジターセンターに改修され、
グラスゴーの豊かなウイスキーの歴史を今日に伝

えている一方、蒸留所自体の建築は意図
的にモダンに設計されている。

「蒸留所をポンプ場に合わせて
デザインする意味はありませんか
ら」と彼は語る。

蒸留室のスター
マイケル・レアード建築事務

所のマーケティングディレクター兼
デザインディレクターのジェレミー・スコ

ットも同じ意見だ。彼は現在フォルカー
クにあるローズバンク蒸留所の再建築を手掛け
ている。

「我々のアプローチは過去の良い部分を残し
つつモダンなデザインをすることです。倉庫と煙突
が一体になった建造物を活かし
ながら新しい蒸留所に相応
しいデザインを探っていま
す。文化財に登録され
ている元の建築の良さを
削がずに施設をアピール
する必要があります。」

パゴダについては彼も
頭を横にふる。
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リース港とカースティ・カッジャー

ギャレス・ロバーツ

スペイサイドパゴダ
「我々の哲学は建物の機能に忠実であること

です。偽物のデザインは好ましくありません。」
新しいローズバンク蒸留所はヴィクトリア様式

の煙突と誇らしげに置かれた3つのスチルが存在
感を放っている。

蒸留所を設計する者にとって、「スチル」の存
在は非常に重要だ。

「まるで巨大な彫刻のように鎮座するスチル
は、間違いなく蒸留所のスター的存在です。」と
ジョン・ムーアは語る。

「あのカーブした形状は神秘的ですらありま
す。」とオーガニック建築事務所の建築家でアー
ドナマーカン、ノックニーアン、リンドーズアビー蒸
留所を手掛けたギャレス・ロバーツも言う。「建物
の周りをドライブすると、窓に美しい大きな銅製
のスチルが見えます。」

彼はそれらを「古い修道院への視覚的なリン
ク」として、スチルをガラスの後ろに置くことで、修
復作用の移動ができることを実際の利点として
示すことができます。

五感を取り入れる
都市部の蒸留所は空間の使い方を工夫す

る必要がある。その最右翼はスリーシックスティ
建築事務所が手掛けるポート・オブ・リース蒸留
所だろう。

「ポート・オブ・リース蒸留所はロイヤルヨット・ブ
リタニア号の隣に位置するとても狭く、貴重な土
地に建てられる予定です。」マーケティングディレ
クターのアラン・アンソニーは語る。

「スコットランドで垂直型の蒸留所ができるの
は100年振りのことです。」

それはダンバートン蒸留所以来ということに
なる。

4階建ての建物は製造工程を逆にして1階
で蒸留を行い、見学ツアーの最後を盛り上げて
いる。「ドアを通って蒸留室に入ると、リースの街
並みと海を背景に2つのスチルが左右対称に構
えているのです。」と彼の同僚のカースティ・カッジ
ャーは言う。

大学院で蒸留所のデザインを研究したカース
ティはこの分野のエキスパートだ。

1月にスリーシックスティはセミナーを行い、彼
女は五感を通した体験をデザインに取り込むこと
の重要性を語った。

例えば音について、彼女はこのように言う。
「私はガイドが何を言っているか全く聞き取れ

ないツアーを何度か経験しました。ですから、見
学者を惹きつけながらツアーをするために、ど

こに何を配置し、どこに感動するポイント
を作るのか、賢く設計しなければなり
ません。また、見学者が手に触れる
もの -入り口のドアの取手から最後
に試飲するグラスまで- を意識した
触覚的なデザインも重要です。」

彼女が香りについて話した時、
私はダブリンのジェムソン蒸留所で
急ごしらえの蒸留室が隣の食堂
から流れてくるアイリッシュ・シチュー
の香りに満たされていたこ
とを思い出していた。
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彼女の話を受けてアラン・アンソニーは言う、
「見学者の体験は製造工程の正統性を損な

うものであってはいけないと思います。」
実際、ほとんどの人は見せかけのものではな

く、「本物」に触れたいであろう。

ブランドの殿堂
一方で訪れた人をあっと驚かせるような蒸留

所がある。ロジャース・スターク・ハーバー&パート
ナーズによって設計された新しいマッカラン蒸留
所はスコットランド最大規模だ。

「素晴らしい建築だ」とジョン・ムーアは語る。
「他の蒸留所とは全く別物という感じで、製

造の工程というよりも建物そのものに圧倒され
ます。」

昔ながらの蒸留所につきものの蜘蛛の巣や、
害獣駆除用に飼われた猫に愛着がある見学者
には、1億4000万ポンドを掛けたマッカランの新
しい蒸留所は不向きかもしれない。

新マッカラン蒸留所の設計コンペティションに参
加したジェレミー・スコットはデザインについて言う。
「とにかく圧倒されます。あのような規模とクオリテ
ィーのものを建てられるというのは、建築家冥利
に尽きるでしょう。」ただ、他の蒸留所がこのよう

な規模と投資ができるかといえば疑問だ。
「イースター・エルチーズのような広大な敷地を

持っている人はそういません。」
スコットランド人が見栄を嫌うからではなく、上

記のような理由でこの規模の蒸留所に追随する
者はいないだろう、というのがジョン・ムーアの見解
だ。どちらにしろ業界の主だったプレーヤーは必ず
しもスコットランド人ではないのだ。

ウイスキーではなくワイン業界に目を向けると、
フランク・ゲーリーやノーマン・フォスターといった建
築界の巨匠に依頼して壮麗な建物を作るワイ
ナリーが散見される。

マッカラン蒸留所の動きはこの流れに乗ったも
ので、カースティ・カッジャーは他の蒸留所にも影
響を与えると考えている。「ワイン業界は贅沢嗜
好品の市場を正確に捉えて、ブランドを象徴す
るような建造物を建てるのです。」

一方でアラン・アンソニーはマッカランの例に業
界を挙げて追随するのは好ましくないという意見
だ。「蒸留所は正統的な製造工程と歴史の深
さに依っていなくてはいけません。」　必ずしも全て
の国際的に活躍するスター建築家がそのことを
理解しているわけではない、と彼は考える。

あなたが蒸留所の建築を計画しているなら、
いつでもスリーシックスティの事務所に来て、事務

所内のウイスキールームでグラスを片手に議論を
交わすとよいだろう。ただ、パゴダは持ち出さない
ほうが良さそうだ。とアランは言う。

「ご希望には添えないかもしれません。私達が
思うに、21世紀のモルトウイスキー蒸留所を象
徴するのは、屋根の上のパゴダではなく、見学者
の目の高さにある、美しくライトに照らされたペア
のポットスチルなのです。」 

クライドサイド蒸留所

リンドーズアビー蒸留所

見事なマッカラン蒸留所

ローズバンクのプラン


